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成果の概要／石原諒太 

 

1. 研究集会について 

 今回報告者が参加したのは、死と死にゆくことの哲学のための国際学会（International 

Association for the Philosophy of Death and Dying）の第６回隔年会議である。本会議は 2024 年

8 月 22 日から 24 日の三日間にわたり開催され、北アメリカ、ヨーロッパ、そして日本から

30～40 名ほどの研究者が参加した。本会議では、死の定義、死刑の深刻さ、死の恐怖の合

理性など、死と死にゆくことをめぐる様々なトピックについて、合計 17 件の研究発表が行

われた。また、本会議では Neil Feit 氏と Jeff McMahan 氏による基調講演も行われた。 

 

2. 報告者による発表の内容 

報告者は二日目の早朝に、“Death, Deprivation and Counterfactual Semantics”（「死・剥奪・

反事実条件文意味論」）という題目で発表を行った。発表の概要は以下の通りである。 

なぜ、そしてどの程度死は死ぬ当人にとって悪いのか。この問いに対する答えとして現在

有力視されているのは、「剥奪説（Deprivation Account）」と呼ばれる見解である。この見解

によると、死が死ぬ当人にとって悪いのは、死が死ぬ当人から様々な善を剥奪するからであ

り、これらの善が剥奪される分だけ、死は死ぬ当人にとって悪い。そして先行研究では、剥

奪説は様々な仕方で定式化されてきた。 

本発表で報告者がまず示そうと試みたのは、剥奪説の既存の定式化には次のような深刻

な困難があるということである。すなわち、これらの定式化は「死は死ぬ当人にとってまっ

たく悪くない」という反直観的な含意を有している、という困難である。剥奪説の既存の定

式化がこの困難を抱えていることを示すために、報告者は「最短時間論証（The Shortest Time 

Argument）」を提案した（本報告書では論証の内容は割愛する）。 

それでは、剥奪説をどのように定式化すればこの困難を回避することができるのだろう

か。この問いに答えるために、申請者は反事実条件文の意味論に着目した。申請者の考えで

は、剥奪説の既存の定式化が上述した困難を抱えているのは、これらの定式化が反事実条件

文の標準的な意味論に基づいているからである。しかし反事実条件文の意味論に関する近

年の研究では、標準的な意味論が抱える様々な困難が指摘されており、これらの困難を踏ま

えて Cory Nichols は代替的な意味論を提案している。報告者は、剥奪説は（標準的な意味論

ではなく）Nichols の代替的な意味論の観点からも定式化することができ、この新しい定式

化であれば上述した困難を回避することができると論じた。 

 

3. 参加の成果 

 報告者の発表に対しては様々な角度から質問が寄せられた。とりわけ、Neil Feit 氏や Jeff 

McMahan 氏、Jens Johansson 氏、Michael Cholbi 氏など、死の哲学の第一線で活躍する研究

者らから非常に鋭い質問をいただいた。報告者は本会議に先立ち日本国内でも同様の趣旨
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の発表を行ったが、本会議で受けた質問はどれも国内の発表の際には出なかった新しい質

問であった。これらの質問を踏まえつつ、報告者は自身の研究をブラッシュアップし、近日

中に査読付きの国際誌に投稿する予定である。 

 また本会議では、報告者は多くの研究者と意見交換を行うことができた。とりわけ、申請

者が以前から関心をもっていた Jeff McMahan 氏の研究について本人に直接質問をすること

ができ、死の哲学についての理解をさらに深めることができた。 

 本会議を通じて、死の哲学における最新の研究について多くの知見を得ることができ、国

際会議で発表することの意義をますます実感することができた。しかし同時に、報告者がよ

り英語を話すことができればと感じる場面が多々あり、英語を話す能力を向上させること

の重要性を身に染みて実感することができた。 

 

4. 謝辞 

今回の渡航は報告者の今後の研究にとって非常に有意義なものでした。このような機会
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